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研究背景と問題点 
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 コンテキストアウェアサービスへの注目 

 ユーザの状況に合わせた情報提供が可能なサービス 

従来の情報提供 
ユーザの状況を 

基にした情報提供 

情報提供の 

仕組みの 

変化が必要 

コンテキストA コンテキストB コンテキストC 

サービス 

提供者 ユーザ 
リクエスト 

レスポンス 

サービス 

提供者 ユーザ 
コンテキスト 

レスポンス 

明示的 
暗黙的 



研究課題 
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ドメインにおけるユーザのコンテキストを表現するモデルが必要 

1. 情報提供に必要なコンテキストの定義 

ユーザ 

コンテキスト群 ドメイン固有コンテキスト 

自動車 

2. コンテキストに応じた情報提供を可能にする仕組みの構築 

ユーザの持つ属性や取り巻く状況の変化から最適な情報の判断が必要 

体温
上昇 

心拍
低下 

眠
気 

状況の変化 男性・バス運転手・ 
バス運転歴1年 

状
態
の
判
断 

眠気防止 

サービス 

強い注意喚起 

状態と属性を考慮した最適情報の判断 



アプローチ 
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コンテキストの類似度に着眼し，コンテキストの変化に対してユーザが持つ意味の考慮 

サービスA 

コンテキスト群 

コンテキスト 

オントロジモデル 

情報提供に必要なコンテキストの定義 

計測 

ユーザA ユーザB 

収集 

ユーザA ユーザB 

コンテキストに応じた情報提供 

状態 

ユーザAの属性 

分類 

アルゴリズム 

学習 

データ 

ユーザに合わせた 

リクエスト 

情報提供 

学習データ内コンテキスト 

との類似度計測 
ユーザの分類対象
コンテキスト 

ユーザBの属性 



提案アーキテクチャ 
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コンテキスト
管理サービス 

プレディクション 

リクエストサービス 

グラフ操作
サービス 

コンテキスト 

マネージャ 

センサ 

サービスコンテキスト登録 

• 起動のトリガとなる動的コンテキスト 

• フィルタのためのコンテキスト情報 

学習データ作成 コンテキスト 

オントロジモデル作成 

オントロジDB 

動的コンテキスト 通知 

• ユーザを表現するための属性 

ユーザコンテキスト要求 

参照 

対象コンテキスト 

COM 

ユーザコンテキスト取得 

学習データDB 

参照 

分類結果 

サービスへ
のリクエスト
内容 

分類結果に基づく 

リクエスト 

サービス 

マネージャ 

呼び出し 

レスポンス 

静的コンテキスト 

登録 

情報提供 

COM(Context Ontology Model) 

赤:準備プロセス 

青:情報提供プロセス 

ユ
ー
ザ 

サ
ー
ビ
ス
提
供
者 

コ
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テ
キ
ス
ト
ア
ウ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
ブ
ロ
ー
カ 

ブ
ロ
ー
カ
内D
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具体例(1/4) 
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例 : コンテキストアウェアな居眠り運転防止サービスの提供 

眠気の段階に応じた 

情報提供を行うサービス 

リクエスト : レスポンス 

 Level3 : 強い注意喚起 

Level2 : 休憩場所の情報推薦 

Level1 : 眠気解消マッサージなどの情報推薦 

ユーザの状況や背景も考慮したコンテキストアウェアサービス化 

心拍低下 

体温上昇 

男性 

バス運転手 

状
況
・背
景
の
提
供 

コンテキストアウェアな 

居眠り運転防止サービス 

強い注意喚起
が必要 

ユーザ 



具体例(2/4) 
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ブローカ 
性別：男性 

職業：バス運転手 

年齢：35歳 

運転歴：15年 

身長：175cm 

体重:65kg 

持病：なし 

生年月日:8月31日 

オントロジ
モデル作成 

オントロジDB 

ユーザAの 

コンテキストオントロジモデル 

ユーザA 

ユーザの持つ属性や背景といったコンテキストのモデル化 

性別：男性 

職業：SE 

年齢：25歳 

運転歴：7年 

身長：170cm 

体重:60kg 

持病：なし 

生年月日:11月20日 

ユーザB 

ブローカ 

オントロジ
モデル作成 

オントロジDB 

ユーザBの 

コンテキストオントロジモデル 



具体例(3/4) 
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コンテキストの類似度計測のための学習データの作成 

眠気の段階に応じた 

情報提供を行うサービス 

 

男性 

普通自動車 

同乗者なし 

運転歴5年以上10年以下 

 

男性 

大型車 

同乗者あり 

運転歴10年以上20年以下 

バス運転手 

説明変数 

Level 2 

目的変数 

Level 3 

どのようなコンテキストに対して 

どのような分類をするのか 
ブローカ 

学習データ
作成 

学習データDB 

分類のための 

対象サービスの学習データ 

・
・
・・ 

・・
・
・ 



具体例(4/4) 
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心拍低下・体温上昇 心拍低下・体温上昇 

ユーザA ユーザB 

ユーザAの 

オントロジモデル 

ユーザBの 

オントロジモデル 

男性 

バス運転手 

運転歴15年 

男性 

普通自動車 

運転歴7年 

対象サービスの学習データ 

 

 

Level3,男性,バス運転手，大型車，運転歴10～20年，同乗者あり 

Level2,男性，普通自動車，同乗者なし，運転歴5～10年 

説明変数 目的変数 

分
類
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る 

類
似
度
計
測 

AにはLevel3のリクエストの結果を提供・BにはLevel2のリクエストの結果を提供 

ユーザA ユーザB 

強
い
注
意
喚
起 

休
憩
場
所
の
推
薦 

眠気 

眠気という状態に対するユーザの持つ属性や背景を考慮した情報提供 



やるべきこと 
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• オントロジモデルの再検討 

  (2週間以内) 

• 合宿にむけたまとめ 

     (1週間以内) 

• 目次案の作成 

  (１週間以内) 



今後の予定 12 

日 月 火 水 木 金 土 

1 
一通りの流
れのまとめ 

2 3 4 5 6 
合宿にむ
けたまとめ 
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合宿 
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1 2 3 4 5 
中間発表 
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